
おやこであそぼう
～　絵本と、わらべうたの時間　～

2018年 7月18日　

☆～　今月の絵本と紙芝居　～☆
小さなお子さんが初めて出会う、図鑑も入れました

《福音館書店》
　　＊がたんごとん がたんごとん ざぶんざぶん（作・絵：安西水丸）

　　＊ピッキーとポッキーのかいすいよく（ 作：嵐山光三郎／絵：安西水丸）
　　＊ねないこだれだ（ 作・絵：せなけいこ）　　＊ひまわり（作・絵：和歌山静子）

　　＊わにわにのおでかけ（ 作：小風さち／絵：山口マオ）
　　＊トマトさん（作・絵：田中清代）　　＊ふねが きた！（作・絵：笠野裕一）
　　＊ぞうきばやしのすもうたいかい（作：広野多珂子／絵：廣野研一）

　　＊ほっぷすてっぷかぶとむし（ 作・絵：増田純子）
　　＊さかな～はじめてであうずかん～（ 指導：久田迪夫／絵：笠木實）
　　＊うみべであそぼう（作：なかのひろみ／写真：小林安雅）

《ポプラ社》
　　＊ねずみくん うみへいく／ ねずみくんとシーソー（ 作： なかえよしを／絵：上野紀子）

　　＊うみのいきものかくれんぼ（ 作・絵：いしかわこうじ）
《ひさかたチャイルド》

　　＊うみのかくれんぼ（ 監修：サンシャイン国際水族館／写真：ネイチャープロダクション）
《ひかりのくに》

　　＊なつやさいのなつやすみ（ 作：林木林／絵：柿田ゆかり）
　　＊うみのいきもの～こどもずかんMio4～（ 絵：村上康成）

☆その他の出版社
＊うみへいくピン・ポン・バス（偕成社）作：竹下文子／絵：鈴木まもる
＊ぎったん ばっこん（文化出版局）作：なかえよしを／絵：上野紀子
＊紙芝居　どろんこおばけ（童心社）作・絵：ひろかわさえこ
＊どろんこおばけ（フレーベル館）作・絵：おりもきょう
＊すいかくんがね（岩崎書店）作・絵：とよたかずひこ
＊すいか！（小峰書店）作：石津ちひろ／絵：村上康成　　　　　　　　　
＊てのひらすいぞくかん（瑞雲舎）作・絵：ハン・テヒ



☆～　今月のうた　～☆
♫さかながはねて

さかなが　はねて　ぴょーん
あたまにくっついた　ぼうし
さかなが　はねて　ぴょーん
おしりにくっついた　しっぽ

♫こりゃどこのじぞうさん
こりゃ　どこの　じぞうさん
うみの　はたの　じぞうさん
うみの　つけて　どぼ～～ん！

☆～　なつやすみ　～☆
　『めっきらもっきらどおんどん』という絵本があります。読んだことがある！という
　大人の方達も多いかと思います。
　　夏の昼下がりでしょうか、《かんた》という男の子が、遊ぶ友だちを捜しているうちに、
　不思議な世界に飲み込まれ、そこで出会った妖怪と一緒に遊ぶというお話です。妖怪と
　言っても、ちょっとだだっこのような妖怪たちで、かんたに、一緒に遊ぼう遊ぼうと、
　せがむのです。遊び相手を捜していたかんたが、いつの間にか、３人の妖怪たちと遊んで
　やることになります。
　　このお話に登場する妖怪たちは、子どものそばにいて、子どもを見守る神さまのようにも
　感じます。しかも子どもにしか見えない、感じられない存在なのかもしれません。だれもが　
　ひょっとしたら、幼い夏のある日、どこかで経験した、あるいは経験したことは覚えている
　けれど、もう経験できないかもしれない、いえいえ、もう経験したことも忘れてしまっている
　かもしれない、そんなお話です。
　　こどもだった大人は今は、目の前にいる子どもたちの純粋で柔軟な、そして研ぎすまされた
　感覚～言葉や行動～を通して、不思議な時間や空間を感じることができるかもしれません。
　新しいことをいっぱい発見してくる子どもたちを、シンプルに受け留めてみてください。
　　夏休みは、そんな親子での発見がいっぱい出来る季節です。山や海にお出かけして、
　色々な発見をしてきてください。
　　でも病気や怪我をしないようにね！　９月にまた、元気にお目にかかりましょう！

次回は　
2018年 9月19日（水)

お問い合わせ
クリスト・ロア修道会
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